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四
我
が
北
支
通
貨
工
作
の
■
殴
と
法
幣
の
.動

描

，

;■
•

,

、

お

に

績

く

べ

，き

C
5F
L)

ィ
ギ
リ
ス
の
援
蔣
通
貨h

作
の
精
極
化
、
^

M

m'_

持
^
-̂

の
失
敗
ハ
セ

〕

^̂

の
©

ぼ
等
の
^
5| 

に
つ
い
て
は
、
之
を
便
咒
上
別
稿
に
於
い
て
联
扱
ひ
た
い
'と
思
ふ
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現
代
の
戰
爭
が
武
力
戰
で
，ぁ
る
と.同
時
，に
、
思
想
戰
で
ぁ
り
、
，經
濟
戰
で
も
ぁ
る
こ
.と
_は
ノ
观
、め
て
指
摘
寸
る
ま
で
も
な
<
周
知
の

、

友那の戰時通貨政策'法幣の前途
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嘵
那
め
戰
時
.通
貨
政
饿
ズ
法
幣
の
前
途 

、
 

*

八

八

.
(
1
1
1
1六
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〕

. 

事
に
®

す
る
。
■殊
に
戰
帝
が
長
期
持
久
の
施
勢
に
，入
る
に
從
っ
そ
"

愈
々
經
濟
戰
の
性
質
を
强
办
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
*

^

那 

*.

變
は
芷
に
こ
れ
が
好
個
‘の
事
例
を
な
し
て
ゐ
名
。 

’：

，

而
し
.て
經
濟
戰
校
種
々
の
型
態
に
於
い
て
戰
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
童
要
な
，ー
型
態
は
通
貨
戰
で
あ
る
と
言
へ
る
o

.
之
を
支
那
^

變
. 

■

に
於
い
て
具
體
的
にI
日
ふ
と
、
II
I

貨
及
び
圆
系
通
貨
の
支
那
法
■
幣
に
»

す
る
歉
爭
で
釭
る
0

然
I

に

、

事

變

社

旣
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,

，し
こ
の
問
皇
軍
は
北
中
南
支
の
全
土
に
苴
り
生
要
地
域
を
占
據
し
、
吏
那
海
上
ル
ー
ト
0

大

部

分

，
は

封

»|
-せ
ら
れ
、
而
し
て
游
攻
檄 

は
奧
地
の
' 1

地
方
政
權
.に
過
ぎ
ぬ
地
位
に
_

さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
1

冲
央
政
權
も
間
も
な
<-

樹
立
さ
^

ょ
ぅ
と
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
- 

矢
陸
通
貨
戰
は
持
久
の
態
勢
を
續
け
ズ
ゐ
冬
。
換
言
す
れ
ば
、.
法
，幣
は
未
だ
沒
落
せ
ぬ
の
で
あ
る
。

こ
の
事
は
吾
々
の
深
く
檢
討
•せ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
る
が
、
殊
に
我
が
事
變
處
理
の
窮
極
目
檩
た
る『

琅
逋
新
秧
字
の
建
設』

の
た

.
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^

め
に
は
、•
不
可
缺
の
•
要
#

た
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
藉
し
新
秧
序
の
經
濟
的
表
現
は
、
結
局
に
於》

て
通
貨
に
集
約
せ
ら
れ
る
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と
言
ひ
得
る
か
ら
で
あ
る
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■ 

、

こ
の
小
論
に
'於
い
.
て
は
、
事
變
下
に
於
け
る
史
那
の
通
貨
工
作
に
つ
き
、
個
.
.々

の
點
を
詳
述
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
.か
ら
、
法
幣
を 

中
心
と
し
て
概
論
を
試
み
た
い
と
思
ふ
o 

(
1
)
■

.

(
一
)

法
幣
を
問
題
と
す
る
に
當
っ
て
は
、
勿
論
我
が
通
货H

作
に
顧
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
玆
で
は
必
毁
な
程
度
，に
止
め
る
こ
と
を
、
豫
め 

.斷
っ
て
お
き
た
，い
.0, 
!
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'
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こ

、
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突
那
事
變
下
に
、於
け
る
法
幣
を
檢
討
し
ょ
ぅ
ど
す
れ
ば
、
先
づ
、
支
那
の
連
戰
速
敗
と
主
要
領
土
の
喪
失
に
も
枸
ら
ず
、
何
故
法
胳

、さ、今ス

は
崩
壞
せ
1

5

侖

f

し
て
、
I

I

S

く
I

尊

t

ぅ
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
.

i

鷥

I

問
題
の
极 

本
を
成
す
もQ

で
t

、
又
そ
れ
が
事
變
下
に
於
ける
籍
の
地
位Q

推

移

を

票

す

f

の
だ
か
ち
で
t

。

■
で
は
、，：.何
故
法
幣
は
豫
想
外
の
强
觀
性
を
荷
し
て
ゐ
る
か
、.
そ
.
の
理
由
は
次
;0

說
:1

に
之
を
來
ダ
る
こ
と
^

^

來

ょ

ぅ

と

，

ふ,
 

.(

.
一〕

第

I

に
は
、
事
變
前
に
於
い
て
、
•支
那
の
中
央
集
權
が
相
當
進
既
し
、.泣
代
的
議
の
型
態
を
盤
へ
つ
、
あ
つ
た
こ
义
、
並 

に
|

.

豪

十

一.

月Q

幣
制
改
革
が
成
功
を
收
め
た
.
.

1

'
こ
の
幣
制
改
革
の
當
時
、
我
；か
國
の
殆
ん
ど
す
ベ
て
'の
靡
硏
究
背
は 

支
那
に
管
®,
-

鐵
貨
制
度Q

如
|

、成

長

し

得

な

ぃ

と

觀

察

し

た

亦

、
、
そ

‘
れ
は
全
く
親
り
で
’
あ
つ
た
.°

の
が
な
ら
ず
、
我
が
政
府
の
對
支 

售
政
策
も
繁
に
於
い
て
失
敗
で
あ
つ
た
と
言
つ
て
ょい

..

が
、
此
等
の
S

の
极
本
は
、
支
那
，の
S

家
建
設
へ
の
進
度
を
霞
し

な
か
つ
た
點
に
在
る
と
考
へ
ら
れ
る
o 

.

,

0
 

0

前
f

同
様
i

本

的

窆

と
I

衾

、
豪

，|

吉
廣
大
だ
と
い
ふ
こ
|

、
擧
げ
V

I

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若

し
支
那
が
比
較
的
小
國
で
$

.

た
と
し
た
ら
、
現
f

Q

占
據
艮
た
と
同
じ
程
度
に
占
領
さ
れ
ふ
"

E

l

l

i

o

t

が
な
.
.い
、で
、I

ぅ
。
こ
の
事
は
、
ョ
丨
ロ
ッ
パ
諸
國
に
於
け
冬
軍
琪
的
卜
^

派
域
の
通
貨
エ
作
と
そ
の
結
果
と
を
^

み
れ
ば
^
剕
明
す 

、
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る
こ
と
で
あ
る
o 

.然
る
に
.’支
那
の
地
域
は
、
塞
占
滿
を
困_
な
七
め
て
.ゐ
'る
の
で
あ
.る
.0
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三
ソ
第
一
，に
麗
す
る
理
由
で
あ
る
が
‘

吏

、那

人

が

法

幣

に

對

し

，て

信

賴

|

し
.
て
ゐ
|

と
;0

こ
れ
.
は
、
法
幣
が
支
那
に
於
け 

る
唯 

一.
.
.
0通

貨

.で

あ

つ

て

、
’

そ
れ
に
’
侬
つ
て
賣
買
取
引
及
び
支
拂
於
行
は
れ
て
來
て
ゐ
る
と
い
ふ
’

事

實

，
に

恶

い

て

ゐ

.
る
。
元
來
貨
幣 

は
人
戾
_
の
信
-̂

に
華
ぃ
‘

て
流
施
す
る
も
の
.
で
、
’
敢
て
法
雜
制
度
を
興
し
亦
い
も
‘
の
で
あ
る
。
た
-̂

近
代
が
國
£

於
い
て
は
國
每
の 

I

,

の
戰
時
通
I

策
.
蒸
幣
めi
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づ

(
一

三
六
ニ)

濟
激
が
斯
か
る
人
敗
の
信
認
を
_

成
す
る
要
囟
ど
な
：つ
て
カ
5-

ま
で
の
事
で
ぁ
.る
0
.
, 

:

-\
:

勿
論
支
那
は
、
.
幣
制
改
革
を
遂
行
し
た
と
ほ
言
へ
、
猶
ほ
各
地
通
货
の
输
'-
-
は
未
，だ
完
了
せV

雜
券
盔
か
ら
ず
殘
存
し
た
。
併 

し
、
.
幣
制
改
革
の
結
果
i

央
、
中
國
”

交
通
、
中
國
農
民
.の
四
砻
が
政
府
系
銀
行
と
定
め
ら
れ
、
そ
I

行
券
が
法
S

認
定
せ 

ら
れ
：
や
■か
て
は
中
央
銀
行
.翁

Q

銃
.一
さ
れ
I

と
に
な
っ
■
て
ゐ
光
の
で
-

中
央
銀
行
以
外
.の
.銀
行
は
紙
锻
溶
發
を
行
は
ミ
規
楚 

.

I

っ
た
>

も
拘
ら
ず
'

そ

の
後

中

麗
|

行
が
紙
幣
增
發
を
行
つ
て
.も
、「

中
國
農
民
は
蔣
介
哀
銀
行
で
翁
か
ら」

.と
て
別
段 

怪
丨
•
ま
ぬQ

サ
-
蠢

人

Q
國

髢

で

き

。
隨
っ
て
雜
券Q

裳

Q

如

身

は

奢
.で
問
題
マ
な
ぐ
”

法
幣
は
全
國
的Q

f
l
1

の
通
貨

と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
石
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四〕

籍
が
外
貨
に
換
•へ
得
る
能
ガ
を
有
し
て
來
た
•こ
と
は
、
法
幣
S

値
を
强
要
ら
し
め
た
有
力
な
要
因
と
し
て
指
摘
し
な 

け
れ
ば
•な
ら
ぬ
。
法
f

.

以
て
.
す
れ
ば
、
蔣
政
權
撤
退
後
'の
•
上
海
に
於
い
.
て
‘、

侬

鑛

る

麗

.の
外
貨
が
獲
得
出
來
.る
の
で
t

o

 

洋
聯
鼙
華
興
券
も
外
貨
兌
換
能
力
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
.る
が
-

前
教
に
つ
，

S

て
は
そ
の
能
力
が
相
當
制
f

れ
て
ゐ
る
し
、
馨

は

そ 

れ
程
め
流
S

I

釋
し
て
ゐ
な
い
。

易

及

び

馨

Q

統
制
が
行
は
れ
ぬ
以
上
、.•對
外
價
値
を
馨
す
る
こ

と

が麗

な

の

で

ぁ

る

。
：

' 

S
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g
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f

.

の
政
策
と
し
て
は
。
法
幣
に
對
す
る
デ
フ
レ
、丨
シ
”

ン
政
策
を
逸
|

|

が
出
來
ぬ
。
蔣
政
權
は
舊
軍
間
と

:•
:
' 

■:
.
.
. 

: 

.

.

. 

.

卜-
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-
.
-
.ン-
.-'
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.

は
異
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
を
抑
制
し
、て
來
た
.が
、■
事
變
後
は
後
に
述
べ
る
や
ぅ
に
、
極
度
の
デ
フ
レ
！
ン
S

ツ
政
觉
を
遂
行
し
た 

の
で
あ
る
。
殊
に
奥
地
に
於
い
て
は
イ
ン
フ
レ
1
' 
シ
ヨ
ン
'的
現
象
が
見
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
併
し
上
海
、
I

.
そ
の
他
の
贸
易 

郤
市
へ
、の
法
幣
携
帶
を
取
締
る
が
如
き
方
法
を
以
'て
、
奥
地
の
イ
ス
フ
レ
い
シ
ヨ
ン
が
上
海
*
香
港
等
に
反
映
せ
ぬ
方
策
を
講
じ
た
の 

で
あ
る
、。
こ
の
デ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
政
策
は
、
法
幣
か
ら
め
資
本
逃
避
を
抑
狐
し
、
；法
哪
の
對
外
偵
値
を
維
持
す
る
の
に
役
立
つ
た
の
で 

あ
る
々
尤
も
そ
れ
が
爲
め
’に
金
融
の
植
_

を
招
來
し
V

'
こ
れ
が
救
濟
策
を
必
要
な
ら
：し
め
た
の
.で
、
結
局
別
の
意
味
に
於
け
る
イ
ン
フ

レ
！
ゾ
®
ン
的
現
象
を
惹
起
す
る
に
は
至
つ
て
ゐ
る
が
、
-

-

-こ
の
點
は
後
に
浩
干
言
及
し
ょ
ぅ
-

-

-兎
に
角
法
粮
自
體
の
價
値
低
下

は
防
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
o

'

:

ン 

I
. 

• 

.

(

六〕

法
幣
の
價
値
維
持
.に
‘第
要
な
役
靴
を
も
づ
.條
件
；と
し
て
、外
國
殊
に
イ
ギ
リ
ス
の
直
接
間
接
の
劣
拨
を
轉
視
し
て
は
な
ら
ぬ
。 

斯
か
る
外
國
め
支
援
は
"
•
ょ
し
そ
れ
が
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一
段
階
た
る
事
變
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一

九
•三
八
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八
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と
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る
事
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支
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の
貨
幣
史
に
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い
て
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っ
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開
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間
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落
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方
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た
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あ
る
，

が
、
北

支

'虫

要

地
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に 

上
海
、
南
眾
の
喪
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に
も
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ず
微
動
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も
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な
か
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で
あ
る
か
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、
法
幣
維
持
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檢
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の
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れ
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0
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茭
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額
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。
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貨
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が
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七
年
五
月
十
三
日
、
即
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事
變
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部
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熙
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萬
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つ
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又
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萬
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萬
ポ
ン
ド)

で
あ
ひ
た
。
' こ
れ
導
の
金
額
の
確
實
性
は
兎
に
角
と
し
て* 

.

,

. 

. 

っ

' 

-
• 

,

 

' 

, 

,

相
當
多
額
の
往
外
資
金
を
擁
し
た
こ
と
は
明
か
と
言
つ
て
よ
い
。

 

■

■
'

^ ;
v

--
L
.
-
^
.
.

ft
.

.; ^

.
'.
-
:
. 

 ̂

: v
.^
-

;

v

v

'
^-
;-
:

.

.

:

.

v

..
:

';
.

v

’
.
.

v;
.

り：
じ

？

；
' 

-

-

 

.

.
-
-
V
' 

.
V
.
.
- 

■
■

然
ら
ば
、
支
那
は
如
何
に
し
て
斯
か
る
亘
額•の
外
貨
を
準
備
し
得
た
か
と
い
ふ
に*
そ
れ
は
#
制
改
革
に
A
.ふ
と
こ
ろ
が
多
い
と
認.

.
'
.
と

；；v
.
'
'
r,
.
:
'
+
、
：.
.
.
.
パ
，
•'
.
- 

'
si
-

'

•
/•
-•
.:
•
:
-
.
マ
、

'，
’，
-.
.
'、
へ
：
.
':
>

.

'
V
,
.
、

ぺ
-
.
.
*:
-'
.
'
.
.
.
.
n
.

、
J
v:
、.:,
:
r';
'
“y

y

.«

.

-

.

.

-

-

•

、

,•
.
、
.
::
;

•;•
■
?
、
.
.
:'
■

.

.•
,

:'.
.
.
.
.
ぐ.
...
'
. 
/
 

:

め
ら
れ
る
.
o 

.
即
ち
敗
制
改
革
の
結
果
、
蔣
政
權
は
巨
額
の
銀
を
國
宿
に
移
す
こ
と
が
出
來

*
之
を
一
、九
三
五
年.十1

月
か
ら1

九
三
八 

¥
七
2
:に
至
る
五
次
の
米1乂
銀
協
觉
に
よ0
て
ア
/^
リ
ヵ
に
紙
瑪
送
を
行
ひ
、
と•れ
が
代
^
金
が
吏
那
の
抗
日
資
命
と
し
て
役
党
つ
こ 

と
-
な̂
‘つ
た
の
'、で
.，あ
.る
。
 

r 

- 

• 

1 

.そ
れ
‘の
、み
な
ら
ず
*
事
變
過
程
に
入
つ
て
か
ら
で
も
、
支
那
か
ら
の
金
銀
出
超
額
は
事
變
後
一
ヶ
年
に
四
億
七
千
萬
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外
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好
の
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艰
を
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し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
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改
革
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に
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あ
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摘
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法
幣
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ら
の
資
本
逃
避
は
泣
所
に
殺
倒
し
、
如
何
に
多
額
の
外
貨
を
擁
し
た
と
こ
ろ
が
、
結
局 

は
外
货
鬣
止
め
ど
行
は
ざ
る
を
辑
な
か
っ
た
窖
で
、
か
く
な
れ
ば
法
幣
公
定
相
場
の
如
き
固
ょ
り
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不
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幣
價
値
堅
持
の
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的
要
因
を
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し
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と
言
へ
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の
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あ
る
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今
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來
採
用
し
た
由
な
る
敝
時
金
融
.對 

’策
を
み
る
と
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辦
法
、
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一0

開
辦
貼
放
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三〕

外
酿
請
核
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四)

改
善
地
方
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融
機
糨
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五)
新
黄
金
政
策
等
で
あ
る 

が
、
故
で
は
特
に
關
聯
あ
.る
政
策
を
概
、觀
し
よ
ぅ
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づ
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那
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幣
價
値
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、
北
支
に
日
支
兩
軍
®

衝
突
が
惹
警
る
や
、
北
支
に
於
い
て
.は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
.施
行
せ
ら
れ
、
又
銀
貨
*
銅 

貨
、
.及
'、び
銀
條
の
鑄
溃
並
に
輸
出
、
或
ば
銀
條
の
僞
锆
ノ
變
造
、
滅
損
並
に
紙
幣
の
僞
造
及
汉
變
造
に
，對
す
る
嚴
罰
を
規
定
し
た
，.

『
國 

幣
妨
樂
1
:徽
治
險
仲
令』

が
、

一
九
三
七
年
七
：

i

计
四
日
に
實
施
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
火
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
な
か
つ
た
。

>
 

、
然
る
に
事
變
が
北
袤
ら
上
海
に
、飛
火
し
、
八
月
士
ー
•一
日
か
ら
上
議
が
開
ぎ
ら
れ
る
や
、
日
支
©

畲

的

黎

が

明
f

な
つ 

'
た
の
ぜ
、
.
人
心
は
動
搖
し
、
上
海
戰
前
か
ら
激
部
で
あ
つ
た
資
^

の
、逃
避
は
激
化
0

^

勢
1

示
し
、
.
.金
融
界
は
混
亂
狀
態
に
陷
つ
た
。 

そ
こ
■.で
支
I那
政
府
は
十
三 
> 

十
四
の
兩
氐
上
海
の
各
^

行
^

^

^
を

命

じ

ー

ハ

十

五

^

は
日
蹓
^
十
六
日
の
苒
開
業
ま
で
に
緊
急
對
策
を 

'
講
ず
る
の
‘必
要
に
迪
ら
れ
た
。
.
か
く
し
て
奪
ら
れ
•た
對
策
.の
根
幹
を
な
し
た
J

の
が『

安
定
金
融
辦
法』

で
あ
つ
.て
、
同
法
は
次
の
如 

き
要
點
ー
の
七
條
よ
ヵ
成
つ
で
ゐ
た
。-

：

•

，：

、

，

-
0
1
)

A:

月
十
六
日
以
後
*

龢
行
及
び
錢
庇
の
.當
座
贫
金
^

.

1

殘
高
以
上
の
引
出
を
許
さ
な
い
。
各
預
金
者
が
每
週
引
出
し
得
る
額
. 

は
©

秦
殘
額
.の
五
^

と
す
る
“。
但
し
各
人
锿
週
の
引
出
額
は
法
幣
百
於
十
元
を
最
高
限
度
と
す
'る
。

, 

' 

.

(

ニ〕

八
月
十

六
0

以
後
、
法
輅
.を

以
て
.銀
行
或
は
-錢
，莊
に
®

入

れ

ん

れ

.る
^

金
ぬ
、
無
制
限
に
右
法
幣
を
*]
|

出
す
こ
.と
'が
出
來
る
。
.

豪

め

戰

時

#

貨
政
敗
^
法
齡
■の
前
途 

：
 

、
九
九 

<
1

三
七1

)

I

 

. 

、

‘ 

/
 

:

:
r(

:
 

' 

:
 

，一- 

:
 
ノ 
■ 

j

l

s

l

i

l

r

n

f

8

1

 

f

e

i

F

f

t
f

n

l

s

»

3

8

f

e



支
娜
0
戰
時
通
段
政
歡
式
法
幣
の
前
途
し 

1

0

0
 

, (

5

£

1)

. 

(
三

崔

期

預

金

.は

期

限

前

に

融

通

の

方

法

で
9!
此

す

事

を

得

な

い

。

期

限

到

來

後

期
日
の
延
皆
を
’欲

せ

ぬ

教

は

、
’
其
の
»

金

を

元

の
_
 

行
乃
，至
錢
贿
に
當
座
&

^
と

し

て

振

替

へ

，
る

ど

.と
を
敷
し
'
'共

の

引

出

に

は

第

1

條

の

制

限

を

受

く

るO

 

. 

へ
‘四0

織

行

、
ハ
錢
贱
の
‘同

意

あ

各

場

合

に

は
、
' 期

限

未

到

の

定

期

贤

金
.を

撥

保

と

.1
,
て
、

•—
*
,口

座

に

故一

f :
兀
を
敗
職
と
し
て
昔
入
を
な 

す

I

が

出
來

る
？
'頌

金

額
1
?.
元

以

下

の

場

合

に

说

、
预

金

殘

高
0
、半

額

を

超

吵

る

を

得

な

い
0

但

し

こ

の

貸

付

は

一

间

に

阪

る

？

C

-S

工
場
、
會
社
、,
亂
店
及
.び
政
府
機
_

の
預
金
は
簽
賃 
'の
吏
挪
或
は
.軍
，事
K

關
聯
す
る
贫
出
CD
.
® /
^>
;
に

贤

睃

を

必

要

と

す

;̂

場

合

に̂

は
"
V如
に
銀
行
と
協
議
す
る
こ
と
が
出
來
令、. 

：

■ 

-

,

, 

•

%

一

(

六〕

銀

行

、
丨

錢

耶

の

同

' »
者

或

は

取

引

先

と

の

爲
#

取
組
は
全
部
法
* '
'

を
以
て
受
拂
す
ぺ
き
も
の
'
と
す
る
0 

/

C

七〕

本
辦
法
は
戰
爭
停
止
と
共
に
廢
止
せ
ら
る。

.

’

;

::
:

■:
つ
.
^
v
.
. 

. 

v

--
:
-

>v'
-

''r
'

,;,
:

:v
,

->
;
-
■
;-
, 

'

N

v
 

7

:*.

-
、■•
•
•
.
•.
A
-
.
.
H
V

*'
.

.■,
■ : 

.卜

ぐ

ゾ.
.，'/
ニ
.
.-.
'
;
.
;:
;

'

.'.

.

.
'
.
:
'
:
;
;
;
.

'-
;
;

•:
.
. 

パ 

一
'
.
,
：

- f

' 

' .

'■
,

パ
即
ち
安
定
金
融.辦
法
は
八
月
十
六
日
以
前
の«
金
の
引
出
を
制
限
し
、
當
座
貸
越
を
禁JK
し
た
の
，で
あ
る
が
*

こ
れ
は
斑
金
引
出
に 

ょ
っ
で
行
は
れ
る
資
本
の
逃
避
を
抑
制
す
る
と
同
時
に
、
法
裕
流
通
增
加
に
伴
ふ
ィ
ン
フ
レ

ー

シ
ョ
ン
•的
倾
莳
を
阪J h
-

せ
ん
と
し
た
も 

の

で

あ

っ

た

。
-
、，

‘

：■

:

’

 

- 

. 

‘
 

' 

” 

\

 

•

 

/
- ,

 

く

斯

か

る

方

策
^

、•
戰

時

の

如

き

非

常

時

局

忙

於

い

て

は

當

然

豫

想

ふ

れ

る

，と

と

ろ
で
あ
る
が
、，
併

，し
そ
れ

が
爲
め
に
平
常
の
键
濟
及

、
I

 

>

 

:

 

. 

-

 

.ノ 
■ 

^

 

\

び

取

引

關

係

が
i

さ
；̂

る
こ

と

は

明

か

で

あ

る

。

然

る

に
-

そ

れ

に

も

拘

ら

ず

支

那

が

之

を

斷

行

し

た

の

は

、•

一
 

に
法
幣
の
賢
道
を 

維

持

せ

ん

が

爲

め

だ

っ

た
.の
で
あ
っ
て
、
結

局

法

幣

維

持

の

た

め

に

、
、
他

を

す

べ

て

犠

牲

に

供

し

た

ゎ

け

で

あ
0

た
'

0

.

'
• 

け

れ

ど

も

そ

れ

が

た

め
‘に
、

1

.

時

上

海

の

叙

融

界

は

安

定

を

得

だ

も

の

夂

金

融

活

動

の

停

正

の

結

艰

、
金

融

粳

塞

、
.
產

業

遯

迫

、

■人

民

坐

活

の

窮

迫

等

デ

フ

レ

ー

シV

ン

現

象

の

出

現

を

免

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ

こ

で

支

那

政

府

は

、

斯

か

る

デ

フ

レ

ー

シ

*

ン

現

象

の

緩

和

の

た

め

の

方

策

を

講

ず

る

必

要

に

迫

ら

れ

、

之
を
主
と
し
て
.三
っ
の

方

面

か

，
ら

着

手

し

た

。

.

，

.

. .
.

•
パ第

1

は
特
殊
通
貨
を

創
設

し
.て
、
金

融

の

扼

塞

を

打

開

す

る
i

い
’
ふ
こ
‘と
で
あ
っ
■た
。

換

言
す
れ

ば
、

上

御

匯

劃

票

な

る

特

殊

通

貨

■:
-
. 

''.
'I
.
.
- 

- 

■ 
ソ
-

-い
-
:
.
'
：

-
.
-
;

'.
,
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'
-
v
.
.
、
'

..
l

-
v
.
.
v
>
- 

.
-
.

■■
■-
 

- 

-
.■
-
一
'
'
.
!
.
,

.'
-:
.
-
.
、

-

'-
.
'
-'.
:

.

-

-

-

-

-

 

* 

-
-
.
一

を

流
1

せ

し

め

る

こ

と

に

し

た

の

で

あ

る

。
允

來

匯

瓢

票

な

，る
も
の
は
事
變
前
か
ら
#

し

た

も

の

な

の

で

あ

る

が

、

元
々

事

變

前

の

匯 

劃

は

、
錢

庇

の

振

出

し

た

小

切

手

の
一
種

.で
あ
り
、

淸

萬

機

關

に

於

い

て

淸

尊

し

，た
後
、

そ
.の

殘

額

は

現

金

に

て

受

取
^

こ
と
.の
出
來 

•る
も
の
あ
っ
た

0、
然

、る

に

安

定

金

融

辦

法

施

行

の

對

策

と

し

て

、
上

海

銀

錢

公

會(

銀

行

及

び

錢
i

會
所)

が
政
府
に
對
し
て
喪
望 

,

し
’、.

財
，攻

部

が

一

九

三

七

年

八

：

X

十
七
日
に
■承
認
を
與
へ
‘

•

た
匯
_

は
、
次

の

如

き

要

項

に

甚

く

も

ひ

で

あ

っ

た

パ

安

淀

金

融

植

充

辦

法〕

 

.
C

一)

銀

行

錢

舊

篥

者

が

振

出

す

本

票

(

同

業

5

拂

手
形)

は 

一
#

に

同

業

羅

な

る

印

を

种

す

-

 

'此

の

擎

形

は

上

海

に

於

け

る 

同

業

者

間

の

振

替

の

み

に
.使

用

し

、
法
幣
の
，支
給
又
は
外
國
爲
替
の
.買
人
に
は
使
用
す
る
、こ
と
が
出
來
な
い
。
'」

、

'

(

ニ
^

銀

行

錢

莊

同

業

者

が

八

月

十

ニ

日

以

前

に

振

出

し

た

本

票

及
.び

小

切

手

は

同

業

振

替

手

形

に

準

ず

る
°

:善

：
 

一̂

觀

顏

金
^

觀
纖
纖
娜
樣
碰
進
麻
截
::
1

難
纖
膨
^

^

#
1:
^

1

.
、ぷ*

^

^

^
通
^
 

業

上

の

需

要

に

侬

り

黑

振

替

手

形

を

以
‘て

支
拂
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

■

 

•

,

.

,

(

四〕

‘

行

錢

涯

、
预
金
繼
續
の
場
合
で
も
.又
新
規
!a

命
開
始
の
場
ム
ロ
で
も
、
法
幣
に
依
る
か
、
或
は
同
業
振
替
手
形
を
用
ふ
る
か
‘ 

を
明
記
し
、
引
出
す
時
1
之
に
應
七
法
幣
又

.

は
同
業
振
替
手
形
を
、以
て
亥
拂
ふ
も
の
と
す
、る
。

S

\

 

„ 

安
那
■

の
敏
時
通
货
政
策w

法
幣
の
前
溆 

' 

, 

/

】

0】

，、
、

.(

1
三
七
三
、
.



.

、
家

那

の

戰

時

通

實

政

策

晶

幣

の

、
前
途
：

 

ハ

.

’

. 

ニ
 0

1
1

.(

ニ
ー

一

七
四)

即
^

事
變
後
め
艟
劃
切
、
銀
^/

錢
莊
間
に
於
け
石
振
替
の
芩
に
俾
用
上
マ
之
を
以
ヤ
法
幣
を
引
出
し
た
り
，
或
は
外
國
爲
替
を
賈
つ 

'た
'1
)

.す
為
<
.と
の
出
來
な
い
、も
の
で
、
金
く
金
願
流
通
の
^

め
め
特
殊
通
货
な
の
で
0

る
0
,
.

.;

匯
劃
が
‘

本

來

の

目

收

沙

み

，
に

使

用

せ

，
ら

れ

名

眼

り

、

.

法
幣
か
ち
の
逃
避
を
防
止
し
、
以
て
金
融
の
粳
塞
を
或
る
程
度
打
問
し
得
る
わ 

■

け
で
あ
る

•

が
、
併
し
腿

®

の
使
用
は
そ
れ

.

に
止
ま

.

名
を
得

.

な
か
つ
た
。

-<
?

:

v

ふ
.の
ば
當
然
豫
想
さ
れ
る
や
ぅ
に

.

匯
il
J

所
有
者
は
f i

i r 

を
法
幣
に
換
べ
；：る
必
要
に
迫
ち
れ
る
か
ら
で
あ
丨
、
そ
れ
：が
た
め
に

.

匯
劃

.

は
劍
引
を
以
て
取
引
さ
れ
石
こ
と̂

な
.

つ
た
。
換
言
す
れ
ば
、 

法
幣
以
外
に
、
法

#

^

り
_

も

，減

價

，
せ

し

'

_

貨

が

造

出

さ

れ

^

^

^

に

な

，
つ

た-0
で

あ

，つ

セ

、

結

局

‘§

^
'の

價

値

は

形

式

上

維

持

さ

れ

た
 

が

、
：
個

に
- ?
:

.

‘の

時

が

ら

法

幣

，
の
，實

貧

的

減

價

は

始

つ

て

、
ゐ

た

1
1

日.

つ
，
て

.

ょ
い
わ

.

で
あ
る
。
も
墓
し
具
體
的
に
言
ふ

i

、
匯

_

を
_
引 

で
法
幣
に
換
‘

へ.

、
法

'

幣
を
议
て
國
內
品
を
貢
入
れ
，.■

或
は
外
國
爲
替
を
購
入
し
セ
輸
入
を
行
ふ
と
す
れ
ば
、
随
劃
で
測

•

つ
.

た
商
！

：§

價
栳 

.

は
法
幣
建
相
場
以
上
に
必
然
上
騰
唸
ざ
‘

る
を
得
な
：^

わ
け
で
あ
る
パ
そ
れ
故
に
腿
劃
の
割
⑴
率
が
陬
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
ぃ
の
で
あ 

つ
で
、

こ
れ
が
詳
細
は
別
の
機

#

に
讓

•

る
が
、•

ニ
、

W

割
の

•

高
率

.

に
.

も
達
し
ァ
商
エ
燊
者
を
踮
追
す
冬
結
艰
と
故
つ

.

た
の

.

で
あ
る
。

:
第U

Q

方
策
は
奥
地
に
於
け
、•る
.金
融
極
塞
を
緩
和
せ
ん
と
す
ネ
4

の
，‘で
ぁ
、つ'
て
ブ
政
府
系
銀
行
た
る
中
央
、
中
國
"

交
通
-
中
國
農

_

^

^

_̂

^

^
:1
1

^
»

羅
^

^

^

ー̂
薩
^

^

^
箱
§ -

.̂-
勸
#

^
_

乾
が
ー_

^

厚
汾_

ー

蓮

|歡

動

で

徵
1

あ
る
、と
1'
1日
は
れ
て
ゐ
る
。
即
ち

『

四
诉
內
地
阽
放(

貸
付
割
引)
委
員
會』

を
殽
立
’し
、
管

、
重
慶
、
南
京
、
南
昌
、
濟
南
、
, 

鄭
州
/
長
沙
、.杭

叫

.無
錫
，
無
湖
、
镩
波
等
に
於
い
て.そ
^
業
務
を
'行
ぶ
：に
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.つ
た
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そ
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貼
放
辦
法
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命
令
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篇
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範
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滠
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れ
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湯
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券
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令
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割
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付
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農
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小
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植
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セ■ノ
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.
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蠢
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落
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落

置

の

¥

遙

加

塞

べ

.
しO

 

: 

!
 

(

七)
：
ポ

櫓

策

廣

付
^

兀
.の

檐

保

金

額

.を

超

過

す

る

'
事
そ
得
ずO

 
.

，

'

'

，
'

•
:

•
.

(

八)

：

』
引

管

螽

め

聯

合

紫

委

着

に

依
.り
，爾

の
-
事
愦
を
考
^

 ̂

. 

<
 .

.

.一
 

,(

洛

：
ノ
各
_

.

養

め

用

知

て

界

 

？ 

'
 
:

-

パt

一 

'
•割

櫓

雷

s

f

”

_

、'
.處
八
#

の
事
は
、各
地
聯
合
貼
放
委
馨
に
依
^

辦
事
徽
處
の
‘
認
可
を
得
て
之
を
行
ふ
べ
し
。

、

‘ 

•
 

‘

-

.

•

:?
:
■:)

本

辦
#

に
，規

看

れ.ヤ

居

务

録

の

事

項

は

銀

行

0

_

裂

付

章

程

に

依

り

辨

稞

彰

べ

」

。

/ . 

ノ 

，

/

/

,

右
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を
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、
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期
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定
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に
就
き
、
之
1
妃
期̂

金
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五
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十
二
週
、
半
年
を
ニ
十
六
週
と
し
て
評
第
し
、
當
座
银
金
と
同
樣
に 

一

ロ

座

键

週

最

高

百

五

十

元

を

眼

度

と

し

，
で
、

半

部

累

社

三

千

九 

百
元
、
ニ
¥'

累
許
七
千
八
百
元
ま
で
法
幣
を
以
て
す
名
茭
拂
を
許
し
、
淺
餘
の
利
子
は
定
期
又
.
は
特
別
頌
金
に
繰
人
れ
る
^

の
と
す
る
。
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;

r

l

,

,

t

以
上

-

の
如
き
諸
方
策
に
ょ
り
、

'

多
少
金
融
極
塞
の
綏
別
を
圖
り
は
し
た
が
”

兎
に
角
極
; ^

デ
；フ
，ル
1
シ
；*
ン
政
策
を
追
水
し
て
ィ
鉍 

幣
價
値

.

の

維

持

に

カ

办

た

の

、
で

あ

る

.0

藍
し
法
幣
自
體
が
獻
政
權
の
遝
命
を
卜
す
る
標
準
と
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
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•

法
幣
が
幣
制
改
革
當
時
の
公
^

相
場
に
堅
持
さ
れ
た
の
で
、•
.法
幣
洱
認
識
論
も
出
^

の
で
あ
る
が
、.
併
し
蔣
政
權
の
.
あ
，ら
妙
る
努
力

.

.
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> 

* 

*

，に
も
狗
ら
ず
、
そ
の
目
的
の
達
成
は
.事
變
當
初
の
八
^

^

問
に
過
ぎ
な
か
っ
.
た
。
や
が
て
法
幣
顚
落
の
第
一
の
契
機
は
與
へ
ら
れ
た
の 

•

-

で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
契
機
^

な
し
た
も
の
は
、
.
即
ち
我
が
北
吏
通
貨
，

H

作
の
‘
進
肱
.に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
-̂

る
。

-

:

此
支
事
變
が
勃
發
す
る
や
ノ
我
が¥
の
吏
拂
ひ
は
如
何
な
.る
通
«-
1

以
て
す
べ
き
か
^
問
題
と
な
っ
た
が
1

結
局
靱
鮮
銀
行
券
を
以
.

セ
支
拂
ひ
を
行
ム
こ
と〜

な
づ
た
。
そ
の
理
由
は
Y
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恐
ら
く
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干
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て

ゐ
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且
つ
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5滿
洲
國
成
立
當
初
鮮
銀
券
が
多
1:
'

に
流
通
せ
し
事
例
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
以
て
主
た
る
通
貨
た
ら
し
め
ん
と 

し
た
冬
、の
で
あ
ら
.ぅ
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に
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換
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途
及
';
^
處
理
も
.勿
論
豫
想
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つ
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な
也
つ
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^

、
‘鮮
銀
翁
が
將
來
ど
ぅ
扱
は
れ
る
か
，も
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で
ぁ
<>
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、た
K

四
、
人
民
は
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憤
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ふ
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於
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塔
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法
幣
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ひ
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鮮
銀
券
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つ
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狹
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軍
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邏
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我
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軍
の
古
據
地
.帶
の
擴
大
に
つ
れ
て
起
つ
、た
の
で
ぁ
る
か

•

ら

、
我

が

古

據

地

帶

の

幣

制

を
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大
問
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し
て
提
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れ
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濟
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. Ĵ̂

5̂
*̂
C
R
*
*
*̂
5
.
.
w
i
ŵ̂
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寶
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、
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至
っ
た
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划
ち
、
燕
政
權
の
上
海
拋
棄
以
來
、
上
悔
爲
替
市
場
は
崩
壤
し

'
法
幣
は
低
落
し
た
柃
も
拘
ら
ず
、
北
亥
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お
い
て
は
圓
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パ
丨
办
方
針
を
採
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
上
海
か
ら
法
幣
女
北
吏
へ
持
つ
て
行
き
' 

圆
札
に
換
へ
て
、
之
を
上
海
に
持
ち
辟
り
更
に 

、之
.を
法
幣
に
換
.へ
る
：̂
、
鞘
像
ぎ
が
出
來
た
.の
で
I
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ら
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浪
濫
に
拍
車
を
加
へ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
■
の
盥
»

し
は
、
中
支
•に
於
け
|

札

流

通

置

，，
が

»

大
：
し'

圓
礼
と
法
幣
と
の
問
に
.
き
ポ
な 

.
く

な

る

ま

：
で

繼

續

.ふ

得

名

も0
.
で

あ
0

た

。

そ

こ

で

，
北

支

.で
は
、
中
南
支
か
ら
の
法
幣
持
込
み
を
邯
限
づ
る
と
井
に
.
大

連

ド

同

•
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,
、崎
の
税
關
に
於
け
る
嚴
重
な
警
戒
と
相
俟
つv

、
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§

廻
し
0

防
退
に
力
め
た
。
併
し
、
•

一
九
三
八
罢
月
十
日
を
以
て
.抱
方
深
及
び
. 

雜
券
D

北
支
に
於
け
.る
流
通
は
停
止
さ
れ
る
と
い
へ
ふ
の
が
'

舊
通
貨
整
理
辦
法
の
規
定
，で
あ
つ
■た
か
ら
、
豫
定
の
通
り
之
を
斷
行
し
、

ニ
應
法
幣
の
北
上
問
題
は
片
が
つ
•
い
た
形
‘と
な
つ
た
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然
る
に
蔣
政
權
は
皇
軍
の
•
威
力
I
愈
々
壓
倒
せ
ら
れ
、.
’法
裕
は
暴
落
し
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の•
前
^
!
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益
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危
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さ

れ

て

ゐ

る

に
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拘
ら
ず
ノ
北
贫
に
お
い
て
、
睞
然
聯
銀
券=

法
幣
パ
ー
を
維
持
し
て
ゐ
る
こ
と
•
は
全
く
不
合
理
と
認
め
ふ
れ
た
の
で
、
そ
の
交
換
比_

を
變
吏
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
七
月
、七m

に
臨
時
政
府
は
奮
通
貨
切
下
げ
に
關
す
る
政
府
命
令
並
び
に
聲
明
書
を
議
し
、
翌
日
ょ
り 

.

一
袖
切
下
げ
を
實
施
し
た
。
即
ち
法
幣
百
一
兀
は
腳
顧
券
九
十
元
に
等
價
と
さ4

た
の
.で
あ
る
。
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更
に
、
北
方
券
と
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も
一
九
三
九
年
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月
十
日
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て
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そ
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通
を
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止
する
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狄
定
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の
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月
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日
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政
部
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吿
を
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て
、
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月
一
日
ょ
り
ニ
月
十
九
日
ま
で
.五
十
晶
の
猶
激
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間
を
W

し
た
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後
更
に
三
割
の
.切
¥-

げ
を
行
ふ
こ
：̂
>

な
.し
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即
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^*
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次
、
第
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次
.
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下
げ
を
通
じ
て
四
韵
の
、切
下
げ
と
'な
つ
た
而
し
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樹

失

を

加

<
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の
を
避
け
る
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め
に
、
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銀
券
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.流
通
地
帶
と
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、

通
地
、帶

に
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け

前

者
'に
於
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て
は
斷
然
流
遞
を
禁
北
し
、
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い
て
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宣
撫
エ
作
と
相
俟
つ
て
'法
^

を
聯
故
餘
に
引
換
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ノ
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十
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け
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囊
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蠶
制
寶
の
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限
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の

結

果

、
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前

.日
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志
‘
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片
を
維
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し
允
法
盤
は
俄
然
崩
落
I

め
、
同
月
下
旬
に
は
十
：̂
ま
で
®

下
し
た
。
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月

，
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び
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片
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ネ
六
月
中
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ら
は
八
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暴
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接
的
に
は
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中
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^

行
の
爲
替
統
制
寶
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限
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と
前
述
の
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る
が
、
极
本
的
に 

は
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皇
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勝
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減
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我
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海
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易
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ふ
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ぎ

だ
つ
^
の
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に
丸
片
臺
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间
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し
た
こ
と
も
あ
り
、
又
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^ :
嚴
'に
墜
>

た
こ
と
％
あ
っ
た
ー
が
、
鬼
に
角
そ
の
後
一
ヶ 

年
の
^
-

大

體

八

片

裏

を

維

持

す

る

に
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つ

た
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れ

故

に
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幣
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奢
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實
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の
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く
に
み
ら
れ
、
法
轉
打
倒
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易
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、
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さ
れ
る
に
座
つ
た
。
が
併
し
、
そ
れ
は
結
局
、
善
の
蒙
を
悅
ば
ぬ
ィ
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ス
側Q

,
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ょ
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も
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。
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1
九
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1
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系
銀
行
に
於
け
る
I

貿
支
へQ

秘
密
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作
が
あ
づ
た
も
の
，I

察
さ
れ
る
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で
あ
るo

,
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れ
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に
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ス
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對
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幣

H

作
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、
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•

點
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社
舰
度
が
諸
外
國
.に
採
用
せ
.
ら
tt
.

v
以
來
急
速
に
發
展
し
て
行
つ
た
の
.で
あ
る
が
、
こ
れ
に
關
す
‘る
經
營
學
的
硏
究
は
来
だ
，
 

、
• 

’餘
り
多
く
を
募
ハ
•る

、こ

と

は

出

來

な

>

o

,其

，
の
，
理
，由

は

本

會

欧

の

財

政

表

が

公

示

性

を

有

I

て
ゐ
な
い
こ
と
に
主
要
な
る
原
因
の
存
す 

、

(

る
ど)

と
が
窺
は
れ
る
。
勿
論
本
會
社P

が
多
く
中
小
規
模
の
人
的
笆
彩
の
强
い
企
業
I

適
用
.せ
ら
れ
て
ゐ
，る
こ
と
は
都
い
難
い
事
實
で 

あ

り•、
從
.つV

’

其
め
'經
營
の
杓
面
に
^

觉
至
つ
て
調
赍
硏
究
す
る
こ
と
の
闲
雛
な
る
、こ
と
も
其
の
原
因
の
一
つ
で
あ
ら
ぅ
、
併
し
な
が 

ら
‘、
ひ
れ
を
獨
逸
の
狀
態
に
づ
い
て
見
•
•て
；も
、
共
の
設
立
數
の
急
速
な
る
と
、
.も
に
、
他
面
に
於
い
て
猶
散
破
產
の
^
も
他
の
企
業
形 

態
に
.比
K
て
可
成
多
數
を
數
へ
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
法
制
忐
缺
陷
も

看

®
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
何
等
か
經
營
上
一
般
的 

'.
‘
缺
f

:

坐
ぜ
し
む
■る
點
の
存
す
る
の
で
'
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
我
國
に
於
い
て
過
般
通
過
し
た
有
限
'#

社
，
法

は

何

れ

施

珩

令

を

待

つ
 

，
て

實

縦

ぜ

ら

れ

名

に

至

る

，
で

，あ

'ら
ぅ
が
.、
'
こ
©

時
に
際
し
て
.、
.本
#

社
制
度
の
健
全
な
る
發
展
を
期
待
す
る
が
爲
め
に
特
に
愼
S

な
る 

硏
究
.を
要
す
名
1

考
へ
ら
れ
’る
0-

薔
し
我
國
に
於
、い
て
は
、
中
小
商
エ
業
密
は
殊
に
多
數
で
、あ
り
、
，將
來
本
形
態
を
と
つ
て
新
設
せ
ら 

-

'
れ
ル
あ
の
も
#-

か
.
る
べ
，く
、
更
に
從
來
株
式
會
社
腺
、態
の
も
，の
に
し
.て
本
會
猶
に
.組
織
變
更
仓
ら
れ
る
と
と
ろ
の
'も
の
冬
迤
大
な
る
べ 

く

、從
、つ
.て
其
め
遝
用
：の
如
何
は
國
民
經
濟
~全
體
ょ
り
見
て
も
重
大
及
る
問
題
た
る
が
故
_
で
あ
る
。
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